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【ＩＣＴ活用のねらい】

・Ｗｅｂページ，掲示板，チャット，電子メール，携帯電話，ネットオークション，ネットショ

ッピングなど情報化社会の発達に伴い，その光と影の部分が大きな問題となっています。そこで

インターネットで疑似体験のできるサイトを利用し，その体験から今後のこれらの使用方法につ

いて考えさせ，正しい知識を定着させるために文科省コンテンツを使用した。

【利用ＩＣＴ機器・ソフトウェア】

・コンピュータ

・インターネット（情報モラル研修教材 ）http://www.japet.jp/moral/
・文科省コンテンツ（電子問題集Ｗｅｂ版インターネットの危険）

【ＩＣＴを活用した実践】

インターネット（情報モラル研修教材）の使用

情報化社会の発達に伴い，Ｗｅｂページ，掲

示板，チャット，電子メール，携帯電話，ネッ

トショッピングなどインターネット環境があれ

ば誰もが簡単にこれらを使うことができるよう

になりました。そこで，これらのことについて

疑 似 体 験 の で き る 情 報 モ ラ ル 研 修 教 材

（ ）を使用し授業を行いhttp://www.japet.jp/moral/
ました。この情報モラル研修教材は生徒ひとり

，ひとりがクリックをして進めていくことができ

疑似体験ではあるけれどもいろいろなトラブル

に巻き込まれることで，インターネットの危険

について考えることができます。

学習プリントの使用

情報モラル研修教材に合わせた学習プリント

を用意し，生徒たちに携帯電話やネットショッ

ピング，チャットなどの「便利な部分 「危険な」

部分 「これからどのように自分は使っていきた」

いか」などをまとめてもらい，自分のこととし

て考えられるようにしました。

文科省コンテンツ（電子問題集Ｗｅｂ版インターネッ

トの危険）の使用

インターネットの危険について疑似体験をし

た後，正しい知識を定着させるために，文科省

コンテンツ（電子問題集Ｗｅｂ版インターネッ

トの危険）を使用しました。このコンテンツを

使用するメリットは以下に示した通りです。

① 背景や画面の構成が１問ずつ問題に即し

ており，生徒がその場面にいるような感じ

で学習を進めることができる点。

② 自分のペースで学習を進めていくことが

できる点。

【ＩＣＴを活用した効果】

・ コンピュータを使用することで，トラブル

に巻き込まれる疑似体験ができ，何が危険で

どういうことに気をつけたら良いのかを自分

のこととして考えることができ，より身近な

問題として捉えることができる。

【今後の課題】

今回は３年生で使用したが，１・２年生の早

い段階で計画的にモラルの問題に取り組んでい

くこと。

図１ 情報モラル研修教材での疑似体験画面

図２ 授業の様子


